
戦時債券等史料概要

2:文書群名 戦時債券等史料

3:出所

5:地名 -

6:行政区分 -

4:家業・役職等 -

7:歴史 貯蓄債券は、国民の貯蓄を増強し、農工業への貸付け融資を確保する
ことを目的として日本勧業銀行から発行された。満州事変の勃発以降は
戦時債券として募集され、資金は勧銀を通じて大蔵省預金部に編入され
主に工業部門に投資された。また政府は1941年(昭和16)に国民貯蓄組合
法を発して少額貯金を非課税とし、銀行への貯蓄を奨励した。この史料
群の戦時貯蓄債券および国債貯金通帳は、寄贈者（湊家）が大阪府に居
住していたときのものである。

8:伝来 1998年（平成10）12月に湊氏より寄贈。2001年9月に整理・目録作成
を完了。

10:点数 19点（目録件数8件）

11:年代 1941年（昭和16）～1945年（昭和20）

12:構造と内容 本文書群は昭和戦前期の国債貯金通帳と、戦時貯蓄債券からなってい
る。貯金通帳は1943年（昭和18）12月～19年7月の期間もので、貯蓄債
券は1941年発行～1945年発行のものがある。

13:関連史料 戦時貯蓄債券

1:文書群番号 098010

14:閲覧条件 原本

9:史料入手先 湊稔氏

15:作成者 坂江 愛

尼崎市立地域研究史料館


